
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キョウチクトウは漢名の「夾竹桃」を音読みにしたのが語

源で、葉が竹のように狭く、花が桃に似ている様子から名付

けられたといわれています。原産地はインドで、日本へは中

国を経て江戸時代に渡来しました。渡来当初は、花期が長い

ということで「半年紅」の和名が付けられており、基本的に

は四季咲きです。排気ガスに強く、都市環境によく耐える性

質があり、丈夫で作りやすいうえ、美しい花は香りもよく夏

の間長く咲いていることが人気を呼び、公園緑化樹や街路

樹、庭植えの花木として広く植栽されていました。植栽され

る多くは、桃色で八重咲きのヤエキョウチクトウ、白花一重

のシロバナキョウチクトウなどで、その他、多くの園芸品種が紹介されています。 

キョウチクトウの植栽は関東以西に多く、東北地方や北海道での戸外植栽は稀かほとんど

見かけません。強健な樹種ですが寒さに弱いのです。

観賞用として鉢植えでの栽培はよく見かけますが、矮

性種に限られるようです。 

この植物の特徴は、樹木全体に有毒物質を含むこと

でしょう。枝や葉は言うに及ばず、根、花、果実（ほ

とんど結実しないが）に強心配糖体のオレアンドリン

（oleandrin）という有毒成分を含み、誤って口にす

ると吐き気、嘔吐、下痢、眩暈、腹痛などの症状が起

こり、重篤な場合は死に至るといわれます。また、口にしないまでも、汁液に触れるだけで、

皮膚炎、かぶれなどの症状を起こし、焚き火などの煙を吸うだけでも危険であるといわれま

す。一例では、枝を折り取って箸の代わりに使用して中毒を起こした。また農場で牛に与え

る飼料の中に葉が混入し、乳牛 20 頭が中毒を起こし、うち 9 頭が死亡。さらに小学校の校

庭に植栽のキョウチクトウの葉を数枚誤食し、児童二人が中毒症状を起こし、一時入院した

などの報告があり、それ故に校庭への植栽は禁止されています。 

一方、キョウチクトウの葉や樹皮に含まれる成分では、強心剤や利尿剤など薬用として利

用され、打撲の時の腫れ、痛みに葉、樹皮の乾燥したものを煎じて患部を洗う治療法もあり

ます。しかし、あくまでも一般の薬用利用はせず、医療機関での管理下のみで使用されるべ

き植物です。 

鉢植えなど、身近にあるこの植物に、触れたり取り扱う（剪定など）場合、十分な注意を

するとともに、周囲にキョウチクトウの特性を周知して慎重に取り扱う必要があります。 
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A 植物の種類にもよりますが、水挿しで発根した後は、なるべく早く鉢に土で植え替えましょ

う。より多くの根を出させるためにそのまま水に入れておきたくなりますが、水中では根が呼吸

できず根腐れと同じ状態になり、本体まで腐敗し枯死する恐れがあります。 

 水挿しで発根した根は、十分な水と最小限の空気で生きています。これをほどよい水とほどよ

い空気の土で生きる根に変換させないと、今後の生育が順調になりません。土で生きるのに適し

た根に切り替えさせるためには、発根後早めに鉢に土で植え替えます。 

まだ水に恵まれた環境で発生した根の状態なので、土に植え替えてからしばらくは、土の表面

が乾いたらすぐにたっぷりの水を与えます。半月から１カ月くらいの期間で、土に適した根に切

り替わります。新芽や枝葉の生育スピードが上がってきたら、その植物の要求に合わせた水やり

頻度に変えましょう。いつまでも多めに水を与えていると、根腐れを起こし、せっかく発根した

植物が枯死してしまうかもしれませんので、注意してください。 

・水挿しで長く栽培できる植物：アイビーやポトス、シェフレラ（カポック）などの観葉植物。

水耕栽培が可能な植物を含みます。 

・水挿しで発根したらなるべく早く植え替える植物：ゼラニウムなど過湿に弱い植物、グロキシ

ニアなど塊根を作る植物。 
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ここに記載した以外の作業も沢山ありますので 

ご不明な点は緑の相談までお気軽にお問合せください。 

園芸 Q＆A 

Q 水挿し（水に入れて行う挿し木）していた植物が発根しました。この後どうしたらいいでしょうか？ 

緑の相談受付 10:00～12:00 13:00～16:00 

☆豊平公園   811-9370 月曜以外毎日 （月祝日の場合は、翌平日が休み） 

※平岡樹芸センター・百合が原公園は冬期間相談受付しておりません。 

上旬 中旬 下旬

野

菜

全
般

水やり・施肥
生育温度が保てる場合は乾いたら与える。保てない場合は極力控える。開花中、蕾の出
ているものには多めに潅水し、肥料は与えない。

洋
ラ
ン

多

肉

植

物

保存野菜の確認 保管状態、鮮度、発芽状態など確認し、なるべく早めに食べきる。

水やり・施肥
土の表面が乾いたら、室温程度の水を与える。開花が続く草花の鉢は、液肥も与える。
受皿の水は捨てる。

湿度 暖房のある部屋では加湿器、霧吹き、水を入れた容器や濡れタオルなどを近くに置く。

鉢
花
・
観
葉
植
物

室
内
園
芸

保存状態の点検
ダリア（湿潤、5～8℃)、カンナ(湿潤、8～10℃)、グラジオラス・アマリリス・カラー(乾

燥、3～5℃)、球根ベゴニア(乾燥ぎみ、バーミキュライトなどを軽く湿らせたもの、3～5℃）

温度管理 開花中の鉢花は15～20℃。昼夜の温度差がある方が望ましい。温風を避ける。

球
根

置き場所 休眠しているもの以外は、窓辺などできるだけ日当たりの良い場所に置く。

水やり
冬型種（リトープス、コノフィツムなど）は表土が乾いたらたっぷり潅水。夏型種、春
秋型種（アロエ、エケベリア、クラッスラなど）は極力控える。

病害虫防除 枝葉や鉢周りのベタつきはカイガラムシやアブラムシ等の虫害サイン。捕殺し、水洗い。

花後の管理 ツバキやアザレアなどの花後は低温下に置き、休眠状態にして新芽の成長を抑える。

温度管理
生育温度、高温性（コチョウラン、デンファレなど）は18～25℃、低温性（シンビジ
ウムなど）は10～20℃。なお、カトレアは最低12～13℃以上を保つ。

作 業 時 期
作業内容

屋
外
園
芸

花
木

サクラ、コブシ、モクレン、ハナカイドウなど、必要な花芽を残して剪定する。過度の
剪定は避ける。※3月下旬までに

整枝剪定 落葉広葉樹は強剪定も可。モミジ・カエデ類、常緑樹は剪定しない。庭
木 雪害からの保護 樹冠や枝に着雪している雪は落とす。雪に埋まっている枝葉を雪の上に出す。

剪定



 



 

イベント情報（2・3 月） 


